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かんなく発揮して止まない見事な句です。

　さて、本日は、会員がその職業を通じていかに社会に

奉仕しているかを発表してもらう例会で楽しみにして

います。

　また、野地利雄国際奉仕委員長を中心とする会員と

そのご家族総勢22名によるベトナム旅行団が2月16

日（土）午前4時50分の早朝に4泊5日の国際奉仕活動

に出発します。

　ベトナムとの国際交流と親睦の成功と、全員無事の

帰朝を心より皆様と共に願っております。大変ご苦

労様です。

福島中央RC　新妻和雄　様

福島東RC　　高橋一郎　様

斎藤実　会員

平成7年2月1日創立

福島ノーミ㈱

　広告代理店の仕事は、テレ

ビ・ラジオ・新聞などを連想

されると思います。また、印刷・

看板・求人広告、イベント関係

などがあり、幅の広い視野を持

つことが、何より大切です。　

　私たちの仕事は、形になるモ

ノとならないモノがあります。その過程や結果が大

事となります。お客様から“良かったよ”の言葉を戴

いた時が喜びです。お客様との信頼確立は一つ一つ

の積み重ねが絆を結び、その絆が大きく育つことが、何

よりの喜びです。このような仕事を通して、社会奉仕

に繋がっていくと想っております。

　消防用設備の世界へ入った

キッカケは、社会への貢献を意

識したことです。今年は、自治

体消防が創設をされて60年目

です。 平成18年度は、全国で

の一日当たり火災発生件数は

146件（10分に1回）、救急車出

動件数14,350件（1分に10件）。

　29年前の昭和54年7月、東名高速道路日本坂トンネ

ルの車両火災事故は、170台の車両を巻き込み7名が死

亡。 また、7年前、平成13年9月には、新宿歌舞伎町の

雑居ビル火災が起き、焼死者44名・負傷者3名を出す

大惨事がありました。

　数年前のことを忘れる。忘れやすいのは私だけで

しょうか。災難は忘れたころにやって来る。

　私は、世界中で発生する火災による被害者が、少しで

も減ることを強く願って、住宅用火災警報器の設置を

勧めています。

　職業分類では、建設業となり

ます。職業奉仕に関しての考

えと、進み具合について、お話

させて頂きます。 昭和43年

3月に会社組織としまして、以

来、約40年間、皆様のご協力に

よりまして、今日を迎えさせて

頂いております。ロータリークラブも37年間在籍を

させて頂いております。

　福島南ロータリークラブの創設時のことを振りかれ

ると懐かしく、これからも、皆さんのご協力で、益々、発

展していくことを願っております。

　永京寺は、永京元年（1429年）にはじまります。500

1.開会点鐘　2.Rソング「奉仕の理想」3.四つの

テスト　4.来訪者紹介と会長挨拶5.幹事報告　

7.メーキャップ報告　8.創立記念贈呈　9.職業奉

仕発表　10.各委員会報告　11.閉会点鐘

■会員/67名　■出席/45名　■出席率/67.16%　■メークアップ/22名　■修正率/67名　100%
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　こんにちは。恒例の俳句を

お楽しみ頂きたいと思います。

木がらしや　目刺しにのこる

　海の色　　　〔芥川龍之介〕

　初冬の頃、吹く強い風の中で

見つけた目刺しに残るいささ

かの青い輝きは光を放って美

しく目刺しが生きて泳いでいた海原を遠く思いやって

いるのですよといった句です。

　目刺しは庶民生活の中で決して豪華なものでない魚

ですが、この句では目刺しでなければならない力をい

年以上の歴史があることにな

ります。永京寺のご本尊様は、

宝冠釈迦如来です。鎌倉の円

覚寺のご本尊様と同じです。

また、永京寺は、杉妻小学校が

設立された発祥の地です。学

問を通して、皆さんにお越し頂

いたお寺です。

　仏教が安心（あんじん）を持って人々が一生を送る上

で心の拠りどころとなるべく、そのために、お寺が努め

ています。普段の生活の中で、身近な方の死は、自ら

の人生を振り返る機会となり、最大のチャンスです。

　人生とは、人として生きること。職業奉仕としては、

人と人との間にある人間（じんかん）を大切に、有意義

な人生を送れるように、その拠りどころとなるお寺で

あるために努めております。

会 長 挨 拶 武藤　正隆会長

本日のお客様

創立記念贈呈　　　　　　　　高橋正一　親睦委員

福島ノーミ㈱　　　　　　　　　　　　斎藤　実会員

安斎建設㈱　　　　　　　　　　　　安斎常三郎会員

永京寺　　　　　　　　　　　　　　大野　順道会員

職業奉仕発表　　　　　小熊武雄　職業奉仕委員
　　　　　　　　　㈲アイテム　本田　光男会員

3月5日(水)	 創業記念職業奉仕会員スピーチ

3月8日(土)〜9日(日)

	 県北第一区囲碁大会（穴原温泉）

3月12日(水)	 都通彦県北第一区ガバナー補佐訪問

3月19日(水)	 会員スピーチ　職業奉仕委員会

3月26日(水)

　　14:00〜	城山公園植樹

　　18:00〜	創立記念夜間例会（サンパレス）

今月・来月のプログラム


